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するために

職場訪問
こんなとこにも組合員③

りかことたいちの

組合員の言葉で綴る平和への思い
憲法を守り活かす社会に

● 戦争は、「ちょっとした思い違い」の積み重ねの最大の悲劇だと
感じます。どうすれば良いんだろう、みんなはどんなことを感じ
ているの？わかってくれたら嬉しいな。そういった「ちょっとし
た心のつながり」を共有し、理解し違いを認めることから戦争は
防げると思っています。組合のつながりで、この「ちょっとした
心のつながり」を積み重ねて広げることで、戦争が防げたらと切
に願っています。
● 私の母は、長崎県雲仙で農家の手伝いをしていて「きのこ雲」を
見たと話してくれました。父は戦争に行き爆発弾があたり片足は
短く引きずって歩いていました。「戦争の後遺症だ」と私が20歳
過ぎたとき話してくれました。やはり悔しくて、嫌なことだった
のだと思います。「戦争はいかん」と酒を飲む度に話していまし
たが、本心が言えなかったのだと今はわかります。近所には白血
病やがんで亡くなる人が多くいました。看護学校の時に初めて原
爆の後遺症だと知りました。原爆投下後、親戚を長崎市内に探し
に行った人が多くいて、原爆手帳を申請していたようです。私が
就職した頃の保健所には被爆者手帳の申請相談に来所する人がい
ましたが、今では殆どありません。しかし、戦争は戦後100年以
上まで後遺症を落とすといいます。絶対戦争はあかん！今我々
は、戦争を直接知りませんが、それは「平和」だからこそです。し
かし今、少しずつ逆行していると感じます。今行われている「安
倍9条改憲NO！憲法を生かす全国統一署名」（3000万署名）の運
動を通して「平和を願い」「憲法をまもれ」の行動をしましょう！

　

私
は
、
臨
床
工
学
技
士
と

し
て
勤
務
し
て
12
年
目
を
迎

え
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
は

約
30
年
前
に
設
立
さ
れ
た
医

療
系
の
国
家
資
格
の
ひ
と
つ

で
、「
今
日
の
医
療
に
不
可

欠
な
医
療
機
器
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

幅
広
い
業
務
に

走
り
回
る
日
々

　

当
院
で
私
た
ち
は
、
手
術

室
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

の
準
備
、
内
視
鏡
室
で
の
医

師
の
介
助
、
心
臓
カ
テ
ー
テ

使
用
方
法
を
医
師
や
看
護
師

な
ど
に
周
知
す
る
取
扱
勉
強

会
の
開
催
な
ど
機
器
管
理
業

務
ま
で
、
病
院
全
体
の
医
療

の
質
の
向
上
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
日
々
働
い
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
忙

し
く
走
り
回
る
こ
と
も
多
い

で
す
が
、「
機
械
が
動
か
な

い
！
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

迅
速
に
対
応
で
き
た
り
、
逆

に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
無
く
１

日
が
過
ぎ
た
時
な
ど
は
ホ
ッ

と
し
ま
す
。

増
員
で
当
直
業
務
の

負
担
軽
減
を

　

当
院
で
は
、
昨
年
８
月
か

ら
臨
床
工
学
技
士
の
当
直
業

務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年

４
月
に
入
職
し
た
４
名
に

も
、
わ
ず
か
４
ヶ
月
の
短
期

間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入

り
、
総
勢
８
名
で
ス
タ
ー
ト

臨
床
工
学
技
士
の
お
し
ご
と

し
ま
し
た
。
月
に
宿
直
２
〜

３
回
、
日
宿
直
１
〜
２
回
の

当
直
業
務
は
、
他
の
コ
メ
デ

ィ
カ
ル
（
当
直
は
月
２
回
前

後
）
よ
り
１
人
に
か
か
る
負

担
が
か
な
り
大
き
く
、
頻
度

は
多
く
は
無
い
も
の
の
夜
間

の
緊
急
対
応
な
ど
で
睡
眠
時

間
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
翌
日
は
定
時
ま
で

の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
年
休
が
取
れ
な
い
時
な

ど
は
、
寝
不
足
と
疲
労
で
ふ

ら
ふ
ら
の
状
態
で
、
な
ん
と

か
業
務
を
こ
な
す
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

職
員
が
あ
と
１
、
２
名
い

れ
ば
一
人
当
た
り
の
負
担
は

減
り
、
多
忙
時
で
も
宿
直
明

け
の
職
員
が
帰
宅
で
き
、
安

全
に
業
務
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
増
員
に
つ
い

て
引
き
続
き
要
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

府民のいのちと健康を守る府立病院に ⑥    
医療の現場から

国際がんセンター支部　西田 雅彦

　安倍内閣は、憲法改憲の動きを続けています。「戦争のできる国
へ」このまま進んでしまっていいのか大きな岐路に立っています。今
回は、四條畷保健所の組合員さんの声を紹介します。

い
（
高
次
脳
機
能
障
が
い
）

ら
見
て
く
れ
て
い
る
心
理
職

の
２
人
の
意
見
は
と
て
も
頼

り
に
な
る
存
在
で
す
」
と
力

強
く
語
り
ま
す
。

　

同
じ
く
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
鈴
木
さ
ん
は
、
大
学
時
代

に
こ
の
職
場
で
職
場
体
験
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
大
阪

府
に
就
職
。「
市
町
村
で
は

や
っ
て
い
な
い
仕
事
が
あ
る

と
こ
ろ
が
魅
力
的
で
す
」

と
、
就
職
し
た
動
機
を
語
り

ま
す
。
利
用
者
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

あ
ふ
れ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
ま

だ
や
り
が
い
を
感
じ
る
ま
で

に
は
た
ど
り
着
け
て
な
い
と

語
り
ま
す
。

　

取
材
を
通
じ
て
、
み
な
さ

ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
さ

や
大
切
さ
、
利
用
者
へ
の
長

期
的
な
直
接
支
援
を
通
じ

て
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

が
ほ
し
い
。
会
議
を
す
る
と

き
は
、
利
用
者
の
多
目
的
室

を
借
り
る
た
め
そ
の
た
び
に

退
室
し
て
も
ら
う
の
が
申
し

訳
な
い
」
と
悩
み
を
話
し
ま

す
。
女
性
か
ら
は
、
職
員
用

ト
イ
レ
を
設
け
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
に
は
組
合
の
力
で

「
ト
イ
レ
用
擬
音
装
置
」
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
勤
務
体
制
の
変

更
に
よ
る
夜
勤
が
始
ま
り
、

４
人
と
も
体
調
を
崩
し
や
す

く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
チ

ー
ム
で
進
め
る
仕
事
な
の
で

休
憩
を
し
っ
か
り
取
り
合

い
、
お
互
い
に
注
意
し
な
が

ら
良
い
職
場
環
境
に
し
た
い

と
語
る
み
な
さ
ん
か
ら
仕
事

に
対
す
る
意
欲
と
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

【
聞
き
手

　
茂
内
梨
香
子
・
越
智
太
一
】

大阪府立障がい者自立センター（大阪市住吉区大領）
 自立支援課　心理職　　　　　辻本千尋さん、安部　紫さん
 　　　　　　ケースワーカー　津田聖子さん、鈴木健太郎さん

連
　
載

者
の
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

利
用
者
へ
の
直
接

支
援
が
や
り
が
い
に

　

仕
事
帰
り
に
は
、
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
に
立
ち
寄
っ
た

り
、
少
し
寄
り
道
す
る
の
が

楽
し
み
と
い
う
辻
本
さ
ん
は

採
用
３
年
目
。
ベ
テ
ラ
ン
職

員
の
安
部
さ
ん
と
２
人
で
分

担
し
て
約
70
人
の
利
用
者
に

対
し
、
心
理
教
育
や
援
助
を

し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
家
族
や
友
人
と
出

か
け
る
の
が
楽
し
み
と
い
う

安
部
さ
ん
は
「
直
接
支
援
に

関
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
職

場
で
は
、
業
務
が
点
と
点
で

終
結
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
点
か
ら
線
へ
と
長
期
的
に

利
用
者
と
関
わ
れ
る
の
が
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま

ル
室
で
の
検
査
・

治
療
の
補
助
、
重

症
患
者
の
状
態
改

善
の
た
め
の
血
液

浄
化
と
い
っ
た
臨

床
業
務
か
ら
、
院

内
各
所
で
使
わ
れ

て
い
る
医
療
機
器

を
、
故
障
や
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
保
守

点
検
、
そ
れ
ら
の

い
な
い
視
点
か

　

１
９
５
４
年
３
月
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で

の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
、

マ
グ
ロ
漁
船
員
の
日
本
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
広
島
、
長
崎
に
つ
ぐ
三
度
目

の
被
爆
に
母
親
た
ち
は
怒
り
、
平
塚
ら

い
て
う
さ
ん
ら
５
人
は
世
界
に
向
け

「
原
水
爆
禁
止
の
た
め
の
訴
え
」
を
国

際
民
主
婦
人
連
盟
に
送
り
、
１
９
５
５

年
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ス
で
世
界
母
親

大
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
６
月
、
第
１
回
日
本
母
親
大

会
が
東
京
で
開
か
れ
、
日
本
各
地
の
炭

鉱
や
農
村
か
ら
も
、
１
円
募
金
な
ど
で

送
り
出
さ
れ
た
２
０
０
０
人
の
母
親
が

集
ま
り
ま
し
た
。
同
年
７
月
に
ス
イ
ス

で
開
か
れ
た
世
界
母
親
大
会
（
参
加
68

ヶ
国
１
０
６
０
人
、
日
本
代
表
14
人
）

に
寄
せ
ら
れ
た
詩
の
テ
ー
マ
「
生
命

「
核
戦
争
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！
」

母
親
大
会
に
参
加
し
よ
う
！

第64回 日本母親大会in高知
８月25日（土）全体会　26日（日）分科会
　　　記念講演：渡辺　治さん（一橋大学名誉教授）

　ラフティングツアーに初めて参加しま
した。朝から夕方までのロングコースで
あり、当日は驚くほどの快晴で、吉野川
の水量も適量で絶好のラフティング日和
でした。ラフティングは団体スポーツな
ので、みんなで協力して、激流に飲まれ
ないように必死にパドルをこぎました。
ボートが転覆するなどのハプニングもあ
りましたが、スリリングな体験の中で、
仲間たちと声を掛け合い、助け合い、時
にはふざけあったりして、協力すること
の楽しさ、大切さを学ぶことができまし
た。夜は、交流会を楽しんだほか、みん
なで阿波踊りのイベントに参加するな
ど、楽しい時間を過ごせ、とてもいい思
い出になりました。３日間という短い時
間でしたが、日常から離れて楽しんだ
り、共有したりするなど、とても貴重な
経験ができたと思います。次回のイベン
トを楽しみにしています。

楽しみながらも
協力することの大切さを実感

総務農林支部　

6月24日（日）９時半～分科会（たかつガーデン）
 13時半～全体会（クレオ大阪中央）
　　　記念講演：石川康宏さん

（神戸女学院大学教授・日本平和委員会代表理事）

第63回 大阪母親大会

（
い
の
ち
）
を
生
み
だ
す
母
親
は
、
生

命
を
育
て
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ

み
ま
す
」
は
、
60
年
余
り
つ
づ
く
母
親

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら

れ
、
運
動
を
統
一
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。「
核
戦
争
か

ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
」
と
の
母
親
た
ち

の
熱
い
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
母
親
大
会

は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

快晴に恵まれた
ラフティング＆パワースポット
めぐりツアーin大歩危・小歩危


